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　〔研究目的〕　最近悪性腫瘍診断に，腫瘍親和性RIが

臨床応用され，腫瘍部分を陽性に描画しようとする試み

がなされてきた．口腔領域は，胸部，腹部等と比べ，血

液のバックグラウンドが少なく，比較的陽性描画の容易

な領域で，これまで，85Sr，1311・舳rinogen，67Ga－citrate

等のRIが，陽性描画に成功している．99皿Tc・BLMは

当院中央放射線部で開発され，全身スキャンにて，各種

悪性腫瘍の陽性描画に成功したもので，我々もこれを用

いて，口腔領域悪性腫瘍診断への検討を試みた．

　〔研究方法〕9gmTc・BLMはBLMを　99mTc－Per’

technetateで溶解することにより，　BLMに9gmTcを

標識して作り，これを約3～5mCi各患者に静注投与

した．投与後約15～60分で，Scinticamera（Nuclear・

Chicago製，4000　Hole，　Parallel　collimator）にて，

Scintiphotoを撮影した．

　〔研究成績〕対象は治療前，治療中，治療直後，治療

後再発例を含め，上顎癌9例，頬粘膜癌2例，　下顎癌

（舌癌を含む）7例，細網肉腫1例，慢性上顎洞炎3

例，Squamous　cell　hyperplasia　1例であり，上顎癌で

は9例申7例，頬粘膜癌は2例全部に，下顎癌では7例

中6例に腫瘍部分に一致した99mTc・BLMの集積を認

め，陽性描画できた．しかし慢性上顎洞炎の2例には集

積はなかったものの，1例に集積し，Squamous　cell

hyperplasiaにも集積を認めた．

　〔結論〕慢性上顎洞炎の1例，Squamous　cell　hy・

perplasiaの1例にfalse　positiveを認めるも，口腔領

域癌18例中15例に陽性描画でき得たことより，99mTc－

BLMは口腔領域悪性腫瘍の診断に役立つものと考えら

れる．
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21．99mTC－BleOmyCinによる肺シンチグラフ

　　イーの臨床的検討
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　〔研究目的〕　肺癌その他の悪性腫瘍の診断に　67Ga－

citrateの有用性について数多くの報告がみられるが，

われわれは9gmTc・Bleomycin　を用いて肺癌を中心とす

る各種肺疾患についてシンチグラフィーを行ない，その

診断的有用性について67Ga・citrateによるそれとの比較

検討を行なった．

　〔研究方法〕99皿Tcによる標識は塩化第1錫を用V・，

まず15mg力価のBleomycinを5～10　m1の高濃度

の99mTcO－4に溶解し，微量の塩化第1錫塩酸酸性溶液

を滴下し，pHを2．5～3．0とし約5分間撹拝した．さらに

アスコルビン酸および7％重曹液を加えてpHを中性に

もどした．その結果標識効率は常に67％を越し，この3～

5mCiを各種肺疾患患者に静注投与し，静注10～15分

後の早期および1．5時間後の2度シンチフォトを作製し

た．

　〔研究結果〕原発性肺癌数20例及び転移性肺腫瘍，良

性肺腫瘍，肺化膿症，肺結核症等10数例について99mTc・

Bleomycinおよび67Ga－citrateによるシンチグラフィー一一

を作製した．その結果，原発性肺癌については99mTc－

Bleomycinによるシンチグラムは67Ga－citrateのそれ

に比べるとやや高い陽性率であるように思われた．さら

に肺化膿症等の炎症においても陽性所見がみられた．

　〔考案〕99mTc・Bleomycinによる肺シンチグラフィー

は肺癌等の悪性腫瘍に対する陽性率は極めて高く，被曝

線量が少なく，短時間で検査ができることおよび肺結核

に対する取り込みが少ないことなどの利点を有するが，

胸部においては心臓陰影および大血管影が描出されるの

で，腫瘍の部位によっては，正面とともに，側面，斜位

および背面よりシンチグラフィーを作製する必要があ

り，このようにすれば鮮明かつ有効なシンチグラフィー

が得られるものと思われる．肺癌に対する特異性に関し

ては，炎症などにも取り込まれるので，なお問題がある

ようで，今後両者を並行することにより，いずれが臨床

的により有用性があるかが定まるものと思われる．
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